
「各分野で取り組む施策」と「ＳＤＧｓの１７ゴール」との関係

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は
「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実現を目指した世界共
通の目標です。２０１５年の国連サミットにおいて全ての加盟国が合意した
「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」の中で掲げられ、２０３０年を
達成年限とし、１７のゴールと１６９のターゲットから構成されています。
「令和７年度奈良県政策集」に盛り込んだ「各分野で取り組む施策」と

「ＳＤＧｓの１７のゴール」との関係は以下のとおりです。奈良県では、 これら
の施策を推進することでＳＤＧｓ達成につなげていきます。

２．福祉の充実 ３．医療の充実

４．こども・子育て支援の充実、女性活躍の推進 ５．教育の充実

Ⅰ 県民や事業者の安心と暮らしへの責任

Ⅱ 奈良県の子ども、若者の未来への責任

１．安全・安心の確保

７．工業・商業の振興

８．観光の振興

１３．南部東部地域の振興

Ⅲ 豊かで活力ある奈良県を創る責任

９．食と農の振興 １０．林業の振興

６．脱炭素社会の実現

１１．文化の振興 １２．スポーツの振興

１４．県発展のための基盤整備

Ⅳ ３つの責任をしっかり果たすために

１５．まちづくりの推進 １６．広域での連携

１７．県庁の働き方・職場環境改革の推進 １８．徹底した行財政改革

45



マネジメントサイクルの推進

Plan(計画)
Do(実行)

Check(評価)Action(改善)

○奈良県政策集の公表

〇予算編成

議会・予算委員会での
説明・議論 ○目標を達成するための

予算・事業の執行

○目標の進捗状況

○現状分析

○取組成果の評価

○課題の明確化

決算委員会での

説明・議論

○政策体系の再整理

○重点施策の検討

○目標の見直し

PDCAサイクルにより、奈良県発展
のための政策を実現します。
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